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春です、新春です。ようやく寒かった

冬も終わり、暖かい季節がきました。

「春眠暁を覚えず」仕事をしていると眠

気が襲ってきて思わず居眠りしそうになる

季節です。医学的に良くても社会では、通

用しません。くれぐれもご注意を・・・。

三木 直人

出台場キャブの思い

キ
ャ
ブ
の
車
内
で
笑
っ
た
事
、
泣
い
た
事
、
ま
た
旅
行
に
行
っ
た

思
い
出
、
本
当
に
思
い
起
こ
せ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
僕
達
に
沢
山
の
思
い
出
と
喜
び
、
悲
し
み
、
う
れ
し
さ
と
僕

達
の
為
に
雨
の
日
も
風
の
日
も
一
生
懸
命
必
死
で
働
い
て
く
れ
た

台
場
キ
ャ
ブ
に
感
謝
致
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

天
海

隆
一

僕の場合は行き・帰りは殆ど
自走な為に台場キャブに乗る機会
は少なめでしたが、送迎時以外
で仕事などの時に使わせていた
だきました。送迎時は勿論、そ
の他の時も台場キャブの御蔭で
大分楽が出来、助かりました。
機会は少なかったとは言え、台
場キャブは良き思い出になりまし
た。 田村 亮彦

僕の台場キャブとの思い出は、カーナビが付い

ていたことです。今までの風の子会の送迎キャブ

には、カーナビが付いてなかったので、台場キャ

ブにあったのが衝撃的でした。でもカーナビが古

いタイプらしく、運転をする人にとっては、カー

ナビが使いにくかったみたいでした。ですが、キ

ャブが一台無くなるのは、寂しいものですね・・

・

田中 聡

②ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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台場高齢者在宅センター様より２００２

年から約５年間お借りしていたハンディキ

ャブを、当会の諸事情によりお返しするこ

とになりました。



音
楽
を
聴
け
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
リ
フ
ト
の
昇
降
操

作
は
、
手
で
や
る
為
に
し
ん

ど
か
っ
た
で
す
。

永
澤

心
一

納品をするときに台場キ

ャブを使ったことが印象に

残っています。送迎に行く

のにキャブを使ったのも思

い出です。

楽しかった。送迎も良か

った。有り難う御座いまし

た。

配達に行ったり、手伝う

のが面白かったです。お出

かけも楽しかったです。

その他のメンバーさん
よ
く
働
い
て
く
れ
て
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。
台
場
キ
ャ
ブ
の
中
で
色
々
な
話
を
し

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、
事
故
も
な
く
走
っ

て
く
れ
て
、
楽
し
い
送
迎
で
、
感
謝
し
て
い
ま

す
。
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。真

部

千
代
子

今
ま
で
有
り
難
う

御
座
い
ま
し
た
。

小
野
田

浩

ひとりぼっちの障害者をなくそう！③
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２００１年８月より開所した

が今回、諸般の事情により移転芝実習所

する運びとなりました。

６年弱の思い出が詰まった、慣れ親しんだ

芝実習所を離れるのはちょっと寂しいですが、

。みんなの距離がもっと近くなる今後も楽しみです

ちょっと芝実習所の歴史を写真で振り返

ってみたよ。

芝メンバー一同

「さよなら芝実習所！！」年代記

２００１年改装前

２００２年

工房作業中！

２
０
０
３
年

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
も
ら
っ
た
よ
～

２００４年

お台場でレクです

２００６年

ドーモキャブと共に記念撮影

２
０
０
５
年

歓
送
迎
会
で
大
混
雑

④ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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実習所報告

急なお知らせですが、芝実習所の引っ越し

が決まりました。４月の終わりにはここを離

れます。店頭バザーも終わりました。思い出

。がたくさんある所を離れるのは寂しいのです

みんなにも会えない。

買い物してくださった皆さん、ボランティ

アや寄付をしてくださった方々、 八弘マン

ションのオーナー上松さん、向かいの宍倉自

動車さん、河井クリニックさん、お弁当屋さ

んやご近所の皆さん、お世話になりました。

松本 恵司

芝 編

３月１０日【もちつき大会】

この日の活動は、カナルサイド高浜

で、午前１０時～１２時まで餅つき大

会を行いました。２階のエレベータホ

ールで餅をついて、そのつきたての餅

。 、を皆でおいしく食べました 昨年より

一種類少なかったらしいのですが、と

。てもおいしく食べられてよかったです

田中 聡

高浜編

と
り
ゃ
！

ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑤
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みんな一生懸命餅をつきました



小野塚 航芝 編

学習会報告

天海 隆一高浜 編

３月７日【時事問題】
最近話題になっているニュースをいく

つか取り上げて、みんなで話し合いまし

た 「お笑い芸人はどうしてモテるのか」。

「４月に行われる都知事選挙の候補者た

ちについて 「いじめ問題 「温暖化によ」 」

る様々な影響について」の四点について

。 、 、話しました バラエティーや政治 教育

環境問題など、今の日本がいかに病んで

いるかがわかるような話題ばかりです。

３月１４日【世界の７不思議】
世界の不思議な出来事を職員が調べて発表し

てくれました。エジプトのピラミッドやイギリ

スのストーンヘッジ、イースター島のモアイ像

やナスカの地上絵など、世界は様々な不思議で

溢れています。

３月２８日【国立新美術館】
今年の初めに六本木に新しくオープンした国立新美術館をみん

なで見学に行きました。オープン記念で開催されている『異邦人

たちのパリ １９００－２００５』展を見ました。モディリアー

ニやピカソ、シャガールなど世界的に有名な画家たちの絵が数多

く展示されていました。本物の絵はたとえ難解な抽象画であって

も圧倒的な迫力があります。みなさんもぜひ機会があれば行って

みてはどうですか。

３月７日【予定決め・トランプ】

今回もまた楽しい企画が盛りだ

くさんでこれからも楽しみにした

いと思います。

後半は恒例のトランプ「ブラッ

」 。クジャック で楽しく遊びました

３月１４日【ビデオ鑑賞】

今回は ユースケ・サンタマリア主演の Ｕ、 「

ＤＯＮ」を観ました。

この話は、家出をしていた息子（ユースケ

・サンタマリア）が借金返済の為、うどん事

業を手掛ける。反響を呼び、うどんブームを

巻き起こしていくという内容でとても感動し

ました。

３月２８日【朗読・散歩】

前半は朗読で、相田みつをの詩をみんなで読

み合わせをしました。

こういう企画は、今まで全くやったことがな

かったので、とても新鮮だったと同時にとても

良い勉強になりました。後半は高浜近くの桜を

観に行きました。まだ三～五分咲きでしたが、

とてもきれいでした。

⑥ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年４月２１日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３８８７号 風の子便り



総
売
上
金
額十

二
万
九
千
七
百
円

四季の食彩
売上報告

今年も四季の食彩を身内だけで行い

ました。

これら（四季の食彩＋工房商品等）

の総売上げ金額と売上数ＴＯＰ５を

左記に載せます。

１位

カマンベール

チーズケーキ

１６個

２位

北海道じゃがいも

コーンスープ

１２個

３位

トラピストの丘

函館チーズタルト

１１個

お
買
い
上
げ
下
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

色
々
と
検
討
し
た
結
果
、
今
後
は
食
品

の
販
売
は
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご

了
承
下
さ
い
。

４位

１０個

ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑦
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虫
め
が
ね

テ
ー
マ

『
恋
愛
に
つ
い
て
』

今
回
も
引
き
続
き
テ
ー
マ
は
『

恋
愛
に
つ
い
て
』

。

、

、

で
す

記
事
担
当
は
太
田
圭
子
さ
ん

太
田
稔
さ
ん

そ
し
て
吉
田
さ
ん
で
す
。
さ
あ
、
三
人
の

コ
イ
バ

“

ナ

紹
介
で
す
。

”私
は
、
十
六
歳
か
ら
三
十
二
歳
ま
で
の
間
に
、
四

回
恋
を
し
ま
し
た
。
三
ヶ
月
で
終
わ
っ
た
恋
も
あ
れ

ば
、
六
ヶ
月
で
結
婚
に
至
っ
た
恋
も
あ
り
ま
す
。
夫

と
付
き
合
っ
て
か
ら
約
五
十
年
に
な
り
ま
す
が
、
さ

っ
き
も
書
い
た
よ
う
に
、
恋
人
だ
っ
た
期
間
は
、
婚

約
時
代
の
六
ヶ
月
間
だ
け
で
す
。
後
は
友
達
の
延
長

み
た
い
な
も
の
で
、
そ
の
気
持
ち
は
今
で
も
変
わ
り

ま
せ
ん

「
貴
方
と
私
は
ル
ー
ム
メ
イ
ト
み
た
い
な
も

。

の
よ
ね
」
と
言
っ
て
二
人
で
笑
っ
て
い
ま
す
。
結
婚

後
は
、
テ
レ
ビ
で
見
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
芸
能
人
お

笑
い
タ
レ
ン
ト
歌
手
な
ど
を
見
て
あ
の
人
は
夫
、
こ

、

、

の
人
は
愛
人

あ
の
人
は
恋
人

こ
の
人
は
友
達
な
ど
と
好
き
勝

手
な
事
を
言
っ
て
夫
に
あ
き
れ

ら
れ
て
る
私
で
す
。

太
田

圭
子

、

。

僕
は

恋
愛
は
二
度
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

と
こ
ろ
が
、
カ
ミ
さ
ん
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度

は
僕
が
四
歳
ぐ
ら
い
の
頃
（
ち
ょ
っ
と
早
す
ぎ
る
か

な
）
上
野
の
金
井
病
院
と
言
う
と
こ
ろ
で
五
歳
上
の

人
を
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
二
度
目
は
三
十
七
、
八

年
前
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
頃
「
青
い
芝
の
会
」
と

い
う
会
で
、
一
人
の
女
性
と
知
り
合
い
ま
し
た
。
年

は
僕
よ
り
一
つ
上
で
し
た
。
今
度
は
完
璧
な
恋
愛
で

し
た
。
僕
は
そ
の
人
を
愛
し
、
彼
女
も
僕
を
一
時
は

愛
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
彼
女
は
僕
よ
り
、
ず

っ
と
大
人
で
し
た
。
あ
る
日
の
こ
と
別
れ
の
手
紙
が

来
た
の
で
す

「
こ
の
ま
ま
付
き
合
っ
て
い
て
も
、
お

。

互
い
に
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
別
れ
ま
し
ょ

う
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
今
考
え
て
み
れ
ば
僕

は
本
当
に
子
供
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
あ
あ
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
の
僕
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

恋
愛
は
人
の
迷
惑
に
な
ら
な

け
れ
ば
何
度
や
っ
て
も
構
わ

な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

僕
も
こ
れ
か
ら
大
恋
愛
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

太
田

稔

百
パ
ー
セ
ン
ト
、
ふ
ら
れ
て
い
た
恋
愛
ば
か
り
で

し
た
。
だ
か
ら
、
余
計
に
、
今
は
、
反
省
ば
か
り
で

。

、

。

「

」

す

全
部

私
が
悪
い
の
で
す

自
分
の

身
の
丈

を
考
え
ず
、
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

、

だ
か
ら
反
省
で
き
る
だ
け
の
気
持
ち
を
抱
け
ま
す
が

若
い
時
に
は
、
自
分
し
か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
学

生
時
代
の
こ
と
で
す
。
そ
の
日
は
授
業
が
詰
ま
っ
て

い
た
の
で
、
他
の
大
学
へ
行
っ
て
い
る
彼
を
呼
び
出

し
、
ノ
ー
ト
を
書
い
て
も
ら
い
、
学
食
で
は
、
彼
に

食
事
の
指
図
を
し
て
、
ム
リ
だ
と
い
う
の
に
、
二
つ

の
お
盆
を
持
っ
て
こ
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
廊
下

の
途
中
で
、
ス
ッ
テ
ン
コ
ロ
リ
ン
さ
せ
て
し
ま
い
、

も
う
、
廊
下
も
彼
の
着
衣
も
、
グ
シ
ョ
グ
シ
ョ
で
し

た
。
日
常
茶
飯
事
、
そ
の
よ
う
な
二
人
で
し
た
。
そ

れ
で
も
、
私
の
こ
と
が
好
き
な
の
だ
か
ら
、
大
丈
夫

と
、
奴
隷
の
よ
う
に
使
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
あ
る
日

「
別
れ
た
い

」
と
言
わ
れ
、
ビ
ッ
ク

、

。

リ
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
毎
日
、
泣
き
続
け
た
こ
と
も

・
・
・
。
で
も
、
懲
り
ず
に
何
人
の
人
に
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
し
て
き
た
か
。
今
、
思
え
ば
、
思
い
や
り

の
な
い
、
ダ
メ
な
女
で
す
。
も
う
少
し
、
い
い
え
、

三
十
年
ぐ
ら
い
前
に
、
気
が
つ
け
ば
よ
か
っ
た
と
、

懺
悔
し
て
い
ま
す

「
知
足

（
ち
そ
く
）
と
い
う
言

。

」

葉
（
足
る
を
知
る
）
を
ま
っ
た
く
理
解
し
て
い
な
い

迷
惑
な
女
で
し
た
。
ー
以
上
―

吉
田

久
代

次
回
が『

恋
愛
に
つ
い
て
』
の
最
後
で
す
。
記
事

担
当
は
、
天
海
さ
ん
、
佐
久
間
さ
ん
、
松
本
さ
ん
、

三
木
さ
ん
、
和
栗
さ
ん
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
！

⑧ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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連
載
第
四
十
五
回

｛
シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
、
秘
話
｝

四
人
は
和
や
か
に
談
笑
を
し
な
が
ら
、
司
令
部
の

中
へ
。
平
崎
少
佐
が
、
二
階
の
作
戦
室
に
四
人
を
案

内
し
た
。
瀬
藤
と
武
石
の
両
大
佐
は
窓
の
外
を
見
な

が
ら
、
上
機
嫌
で
笑
い
な
が
ら
話
に
花
を
咲
か
し
て

い
た
。
だ
が
、
重
要
な
話
は
こ
れ
か
ら
で
あ
っ
た
。

四
人
は

向
か
い
合
っ
て
席
に
着
い
た

兵
隊
が

こ

、

。

、「

れ
は
司
令
官
閣
下
か
ら
」
と
、
そ
の
頃
陸
軍
で
は
珍

し
か
っ
た
ケ
ー
キ
と
紅
茶
が
出
た

武
石
大
佐
が

軍

。

、「

艦
で
は
、
将
校
は
毎
食
後
に
は
、
ケ
ー
キ
か
果
物
に

コ
ー
ヒ
ー
か
紅
茶
が
必
ず
付
く
」
と
言
っ
た
。
瀬
藤

大
佐
が
笑
い
な
が
ら
、
貴
様
達
二
人
は
軍
艦
の
な
か

で
美
味
い
物
を
た
ら
ふ
く
食
べ
や
が
っ
て
、
一
貫
目

（
約
三
・
七
六
キ
ロ
）
も
体
重
が
増
え
た
ん
じ
ゃ
あ

ー
な
い
か
。
三
十
八
時
間
ぐ
ら
い
の
船
旅
で
い
く
ら

美
味
い
物
を
喰
っ
た
っ
て
、
そ
ん
な
に
太
っ
て
た
ま

る
か
、
こ
の
馬
鹿
者
。
武
石
大
佐
が
そ
う
反
論
し
て

か
ら
、
ち
ょ
っ
と
太
っ
た
か
な
と
言
っ
た
。
一
同
思

わ
ず
大
笑
い
と
な
っ
た
。

一
同
が
席
に
着
き
瀬
藤
大
佐
に
敬
礼
を
す
る
と
、

武
石
大
佐
は
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
一
通
の
書
状
を
取
り

。

、

、

出
し
た

こ
れ
は

総
理
大
臣
か
ら
瀬
藤
大
佐
宛
の

機
密
命
令
書
で
あ
り
ま
す
。

次
回
に
続
く

栗

あ
き
ら

ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑨

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年４月２１日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３８８７号 風の子便り

（旧称・共同作業所全国連絡会）きょうされん
第三十次国会請願署名の経過報告

皆様にお願いしました国会請願署名ですが、多くの方

のご協力により、沢山の署名と募金を頂いております。

ここで、署名数と募金額をご報告いたします。

署名数・・・３０５筆

募金額・・・５５,６２２円

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

署名用紙を実習所にご郵送された皆様、再度署名にご

協力下さった皆様、募金を下さった皆様へこの場を借り

てお礼を申し上げます。ありがとうございました。

なお、 ので、よろ署名は四月下旬まで行っております

しくお願いいたします。

※署名用紙は高浜にまだございますのでご希望の方はご

連絡下さい。

署名担当 丸岡秀明・矢代奈津三

古
本
・

バ
ザ
ー
品
寄
付

古
本
・

バ
ザ
ー
品
寄
付

一

時
休
止
の
お
知
ら
せ

一

時
休
止
の
お
知
ら
せ

毎
度
風
の
子
会
に
ご
協
力
・

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
店
頭
バ
ザ
ー
を
行
っ
て
い
た
芝
実
習
所
か
ら
の
移
転
作
業
や
、
そ
れ
に
と
も
な
う

実
習
所
の
改
装
・

整
理
の
た
め
、
古
本
・

バ
ザ
ー
品
等
の
受
付
を
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
何
と
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
再
開
す
る
際
に
は
、
改
め
て
告
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



特定非営利活動法人「風の子会」
賛助会任意加入のお願い

⑩ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年４月２１日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３８８７号 風の子便り

日頃風の子会の活動にご理解とご支援を頂き、ありがとうございます。おかげさまで
風の子会は 「一人ぼっちの障害者をなくそう」のスローガンのもと、活動を続けるこ、
とができております。皆様には心より感謝申し上げます。

さて、風の子会はこれまで芝実習所と高浜実習所の２作業所体制で活動を続けて参り
ましたが、本年度から芝実習所を閉鎖することになりました。これは芝実習所の家賃と
駐車場代支出の経済的負担が大きく、来年度から移行を予定している自立支援法に基づ
く運営に対する収入減に耐えることができないと予想されるため、やむを得ず決定した
ものです。芝では近隣の方々にも親しんで頂き、毎日出店しているバザー品販売も定着
しておりましたので、大変残念ですが、今後の安定した運営を確保するには致し方ない
ものと判断致しました。幸い、現在の高浜実習所のとなりの場所を新たに港区からお借
りできることになり、２実習所での活動という形は保持することができるようになりま
した。新しい実習所は「港南実習所」と名付けました。 今後一同変わらずに、元気に
活動を続けて参ります。

ご承知の方もおいでかと思いますが、風の子会には賛助会という制度があります。こ
、 、 、れは ご加入頂いた方から賛助会費を頂き 主に資金面でのご支援をお願いするもので

昭和６１年（１９８６年）より設けられているものです。本来は、車椅子用車両購入や
整備、新しい事業などのために資金を積み立てることを目的に設けられたものですが、
現状では上記のように財政が逼迫しておりますので、賛助会費は通常の運営費用に組み
込ませて頂いております。

すでに多くのご協力を頂いている皆様には重ねてのお願いで恐縮ですが、是非、賛助
会の趣旨をご理解の上、新たにご加入下さいますようお願い申し上げます。また現在風
の子会の一般会員になっておられる方も、賛助会にもご加入頂けると幸いです。

賛助会会員の方には、風の子会の機関誌「風の子便り」をお送りし、会の活動をご報
告いたします。ご加入頂けます方は、同封の振込用紙をご利用頂くか、下記口座へのお
振込をお願い申し上げます。

賛助会費： 年間一口３，０００円以上お願いできれば幸いです。
郵便振込先： 「風の子会」 口座番号 00150-2-170884

銀行ご利用の方は、下記口座へお願いします。
銀行名： 三井住友銀行 三田通り支店（店番号６２３）
口座名： 特定非営利活動法人 風の子会賛助会
口座番号： 普通 ６８６４４９４

賛助会についてのお問い合わせは担当職員 矢代奈津三（03-3474-9674）へお願いい
たします。

平成１９年５月 特定非営利活動法人 風の子会
会長 花田 政國



三
月
二
十
四
日
【
芝
実
習
所
移

転
＆
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
】

平
成
十
八
年
度
を
も
っ
て
、
芝

実
習
所
が
移
転
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
新
し
い
実
習
所
名
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た

「
虹
の
子
実

。

習
所
」
や
「
ひ
ま
わ
り
実
習
所
」

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
の

結
果

と
い
う

『

』

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
言
う
提
案

。

、

が
あ
り
ま
し
た

風
の
子
会
は

来
年
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
る

。

、

こ
と
に
な
り
ま
し
た

そ
こ
で

「

」

普
段
の
活
動
や

外
に
出
よ
う

の
よ
う
な
行
事
を
撮
影
を
し
な

が
ら
、
思
い
出
を
残
す
の
が
目

的
だ
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
ビ
デ
オ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

委
員
は
、
太
田
稔
さ
ん
、
小
野
塚
さ
ん
、
田
中
の
三

名
で
す
。

田
中

聡

夕会便り

三
月
二
十
四
日
、
高
浜
に
て
合
同
夕
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
四
月
の
芝
実
習
所
移
転
に
伴
い
、
い
く
つ

か
の
議
題
が
あ
り
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
す
す
め
る
会
よ
り
頂
い
た
助
成
金
の
有
効

利
用
方
法
と
し
て
、
来
年
が
風
の
子
会
三
十
周
年
と

い
う
事
で
記
念
ビ
デ
オ
を
制
作
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
は
、
障
団
連
や
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
な
ど

か
ら
の
寄
付
を
ど
の
よ
う
に
有
効
利
用
す
る
か
に
つ

い
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

小
野
塚

航

ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑪

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年４月２１日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３８８７号 風の子便り

寄
付
の
お
礼

（
三
月
四
日
～
三
月
三
十
一
日
）

物
品
を
ご
寄
付
下
さ
っ
た
方

日
中
友
好
・
残
留
孤
児
虹
の
会
様

賛
助
会
に
賛
同
下
さ
っ
た
方

小
野
田
和
子
様

真
部
ワ
カ
子
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

びっくりスケッチＢＯＯＫ

ネタが無いのでまた定番の記事を書かせて頂

きます。

毎年出場している「障害者スポーツ大会」まで

あと一ヶ月半となりました。日頃している筋トレに

加え、投擲に必要な（だと思われる）筋肉を鍛える

ため、チューブトレーニングやシャドーピッチング・

片足スクワットなどを取り入れています。ただ残念

なのは、実際にソフトボールでのキャッチボールや

遠投が出来ないことです。それでも距離のアベレ

ージは年々伸び、去年は都大会記録少し手前を

出し、国体に出ることが出来ました。今年は国体

には出られませんが、都大会記録を更新するため

に日々頑張っています。・・・が、そろそろ記録が落

ちてくるかなぁ～とも思っています。

田村 亮彦



スケジュール

運営委員会・・・４月２１日(土)

芝実習所引越・・・４月２２日(日)、２３日(月)

外に出よう全体集会・・・５月１２日(土)

｛雨天延期の場合は５月２７日(日)｝外に出よう・・・５月２０日(日)

歌と踊りの集い・・・７月７日(土）

編
集
後
記

夕
方
、
歩
道
を
歩
い
て
い

る
と
無
灯
火
の
自
転
車
が
多

く

（
し
か
も
猛
ス
ピ
ー
ド
で

、
走
行
し
て
い
る
の
で
）
非
常

に
危
険
な
思
い
を
し
ま
す
。

そ
も
そ
も
歩
道
は
、
歩
行
者

、

が
安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
と

確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

。

て
自
転
車
走
行
の
為
に
あ
る
の
で
は
な
い
は
ず
で
す

点
灯
を
す
る
と
い
う
こ
と
は

『
歩
行
者
と
自
転
車
同

、

士
お
互
い
気
持
ち
よ
く
通
行
で
き
る
よ
う
に
』
と
す

る
行
為
な
の
で
す
。

三
木

直
人

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ツ
イ
ス

タ
ー
を
見
ま
し
た
。
黒
い
竜
巻

逃
げ
ら
れ
な
い
。
空
か
ら
か
ぶ

さ
っ
て
く
る
大
き
い
怪
物
に
立

ち
向
か
っ
た
。
面
白
か
っ
た
。。

感
動
を
わ
け
て
も
ら
い
ま
し
た

僕
は
竜
巻
に
会
っ
た
こ
と
が
な

く
て
良
か
っ
た
。

松
本

恵
司

麿
子
が
思
う
こ
と
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
券
を
予
約

し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

右
田

麿
子

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年４月２１日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３８８７号 風の子便り

ひとりぼっちの障害者をなくそう
特定非営利活動法人･風の子会

～定価４０円～
編集人：特定非営利活動法人 風の子会

東京都港区港南１ー１ー２７
カナルサイド高浜３０２

TEL 03(3474)9674
FAX 03(3474)9213
http://www.kazenokokai.npo-jp.net/URL

発行人：障害者団体定期刊行物協会
東京都世田谷区砧６ー２６ー２１

編
集
者

天
海

隆
一

太
田

圭
子

太
田

稔

小
野
塚

航

佐
久
間

庸

田
中

聡

田
村

亮
彦

松
本

恵
司

三
木

直
人

右
田

麿
子

吉
田

久
代

和
栗
顕
太
郎
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